
   第１８０号議案

平 成 ２ ６ 年 度

新城市工業用水道事業会計

補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）



　（総則）

　（収益的収入及び支出）

　的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

第１款 千円 千円 千円

第１項 千円 千円 千円

新城市長　穂　積　亮　次

支　　　　　　　　　出

工業用水道事業費用 13,149 △ 120 13,029

（　科　　目　） （既決予定額）

　平成２６年１１月２７日　提出

営 業 費 用 12,088 △ 120 11,968

平成２６年度新城市工業用水道事業会計補正予算（第１号）

第１条　平成２６年度新城市工業用水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

（補正予定額）

第２条　平成２６年度新城市工業用水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益

（　　計　　）

 工水　1 



備考

１

13,149 △ 120 13,029 

１ 営 業 費 用 12,088 △ 120 11,968 

３ 総 係 費 4,043 △ 120 3,923 

収益的収入及び支出

款 項

支　　出

目 既決予定額 補正予定額 計

工 業 用 水 道

事 業 費 用

千円千円千円

平成２６年度新城市工業用水道事業会計補正予算（第１号）説明書

平成２６年度新城市工業用水道事業会計補正予算（第１号）実施計画
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（単位：千円）

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー：

　　　当年度純利益 △ 289

　　　減価償却費 2,834

　　　賞与引当金の増減額（減少は△） 238

　　　法定福利費引当金の増減額（減少は△） 41

　　　修繕引当金の増減額（減少は△） △ 6

　　　長期前受金戻入額 △ 800

　　　受取利息及び受取配当金 △ 60

　　　支払利息 300

　　　固定資産除却損 100

　　　未収金の増減額（増加は△） △ 126

　　　未払金の増減額（減少は△） 543

　　　　　小計 2,775

　　　利息及び配当金の受取額 60

　　　利息の支払額 △ 300

　　業務活動によるキャッシュ・フロー 2,535

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　投資活動によるキャッシュ・フロー 0

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　建設改良企業債の償還による支出 △ 568

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 568

Ⅴ　資金増加(減少)額 1,967

Ⅵ　資金期首残高 47,992

Ⅶ　資金期末残高 49,959

平成26年度新城市工業用水道事業会計

予定キャッシュフロー計算書

（H26年4月1日からH27年3月31日まで）
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（平成２７年３月３１日）

1

(１)

イ 　土　　　地 4,137

ロ 　建　　　物 12,424

　減価償却累計額 △ 2,232 10,192

ハ 　構　築　物 177,946

　減価償却累計額 △ 57,622 120,324

ニ 　機械及び装置 52,980

　減価償却累計額 △ 29,773 23,207

有形固定資産合計 157,860

固 定 資 産 合 計 157,860

2

(１) 49,959

(２) 603

50,562

208,422

平成２６年度新城市工業用水道事業予定貸借対照表

（単位：千円）

資　産　の　部

　固　定　資　産

　有形固定資産

　流　動　資　産

　現　金　預　金

　未　収　金

　流 動 資 産 合 計

　資　産　合　計
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3

(１)

イ
　建設改良費等の財源に
　充てるための企業債 15,670

15,670

(２)

イ
　建設改良費等の財源に
　充てるための他会計借入金 5,000

5,000

20,670 20,670

4

(１)

イ
　建設改良等の財源に
　充てるための企業債 762

762

(２) 1,341

(３)

イ 　賞 与 引 当 金 238

ロ 　法定福利費引当金 41 279

279

2,382

5

167,994

115,101

138,153

6

(１)

イ 　受贈財産評価額 4,267

　資本剰余金合計 4,267

(２)

イ 　減債積立金 300

ロ 　利益積立金 1,300

ハ 　建設改良積立金 1,000

ニ 　当年度未処分利益剰余金 22,193

利益剰余金合計 66,002

剰 余 金 合 計 70,269

資　本　合　計 70,269

負 債 資 本 合 計 208,422

　固　定　負　債

負　債　の　部

　繰　延　収　益

　企　業　債

　他会計借入金

　流　動　負　債

　企　業　債

　未　払　金

　引 当 金 合 計

　企　業　債　合　計

　引　当　金

　流 動 負 債 合 計

　企 業 債 合 計

　他会計借入金合計

　固 定 負 債 合 計

負　債　合　計

資　本　の　部

　利 益 剰 余 金

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

　剰    余    金

　資 本 剰 余 金

△ 52,893
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１  総　　括

(人) (人) (千円) (千円) (千円) (千円)

(    )

1 2,025 1,430

(    )

(    )

1 2,025 1,430

(    )

1 2,149 1,384

(    )

(    )

1 2,149 1,384

(    )

0 △ 124 46

(    )

0

(    )

0 △ 124 46

＊(　　)は、短時間勤務職員の数を外書きしたもの。

（注）本年度の期末勤勉手当には、新会計基準移行に伴う前年度発生額225千円（特別損失）及び翌年度6月期末勤勉手当のうち本年度発生額である賞
与引当金繰入額238千円が含まれる。また、法定福利費には、新会計基準移行に伴う前年度発生額38千円（特別損失）及び翌年度6月法定福利費のうち
本年度発生額である法定福利費繰入額41千円が含まれる。

46

単 身 赴 任
手 当

(千円)

退 職
手 当

管 理 職 員
特別勤務手当

児 童
手 当

(千円)

1

1

0

19

(千円)

1,384

1,430

区 分

1

1

比 較

(千円)

400

1

0

1

419

期 末
手 当

751

1

(千円)

0

(千円)

計

(千円)

1 155

休 日 勤 務
手 当

(千円)(千円)

(千円)

地 域
手 当

(千円)

勤 勉
手 当

△ 120

4,278

745

3,455

△ 22

129

(千円)(千円)

△ 42

77

4,278

4,158

扶 養
手 当

住 居
手 当

(千円)

夜 間 勤 務
手 当

78

宿 日 直
手 当

745

703

△ 78

(千円)

通 勤
手 当

151

時 間 外 勤 務
手 当

特 殊 勤 務
手 当

3,533

△ 78

△ 42 △ 120

給 与 費 明 細 書

区 分

職 員 数 給 与 費

特別職 一般職

補

正

後

損 益 勘 定
支 弁 職 員

資 本 勘 定
支 弁 職 員

合 計

合 計

(千円) (千円) (千円)

賃 金
職 員
手 当 等

4,158703

報 酬 給 料

補

正

前

損 益 勘 定
支 弁 職 員

資 本 勘 定
支 弁 職 員

合 計

3,455

3,533

計 法 定 福 利 費

比

較

損 益 勘 定
支 弁 職 員

資 本 勘 定
支 弁 職 員

合 計

管 理 職
手 当職

員

手

当

等

の

内

訳

△ 28

比 較

区 分

補 正 後

補 正 前

補 正 後

補 正 前

区 分

(千円)

補 正 前

比 較

補 正 後

723

(千円)

0
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２　給料及び職員手当等の増減額の明細

・給料の改定率　1.20%

・給料改定実施時期　平成26年4月

３　給料及び職員手当等の状況

(１)  職員１人当たり給与

＊短時間勤務職員を除く。

(２)　初任給

事 務 ･ 技 術 職

区 分 事 務 ・ 技 術 職 ( 円 )
一 般 会 計 の 制 度

一 般 行 政 職 ( 円 )

区 分

23.45

平成 25年 10月 1日 現在

平均給料月額(円) 177,300

平均給与月額(円)

大 学 卒 174,200 174,200

高 校 卒 142,100 142,100

短 大 卒 154,800 154,800

202,937

平 均 年 齢 (歳) 23.77

平成 26年 10月 1日 現在

平均給料月額(円) 164,300

平均給与月額(円) 198,816

平 均 年 齢 (歳)

区 分 増 減 額 増 減 事 由 別 内 訳 説 明 備 考
(千円) (千円)

△ 4千円

期末手当・勤勉手当・時間外勤務手当

6千円

給 料 △ 124 給与改定に
伴う増減分

24

その他の増
減分

△ 148 職員の異動等に伴う
増減分

勤勉手当：12月期
　　　　　改定後　0.825月
　　　　　改定前　0.675月

25千円

△ 148千円

補正後

通勤手当：通勤距離区分に応じて100円から7,100
円引上げ

職 員
手当等

46 通勤手当改正に伴う
増加分

19千円

その他の増
減分

△ 4 職員の異動等に伴う
増減分

給料改定に伴う増加
分

制度改正に
伴う増減分

50

勤勉手当支給率改定
に伴う増加分
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（１　款）　工業用水道事業費用

　１　項　　営業費用

計 12,088 △ 120 11,968

△ 120収 益 的 支 出 合 計 13,149 △ 120 13,029

△ 120

千円 千円 千円千円 千円 千円 千円

3,923 △ 120

特 定 財 源

一般財源国 ・ 県
支 出 金

地 方 債 そ の 他

収益的収入及び支出

平成２６年度新城市工業用水道事業会計補正予算（第１号）事項別明細書

支　　　出

目 補 正 前 補 正 額

３ 総 係 費 4,043 △ 120

計

補 正 額 の 財 源 内 訳
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千円

2 給 料 △ 124 　職員１名分

3 職 員 手 当 等 33 　　　〃

4 賞与等引当金繰入額 16 　　　〃

5 法 定 福 利 費 △ 45 　　　〃

金　　　　額

千円

節

説　　　　　　　　　　明

区　　　　分
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